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補助事業番号 2018Ｍ-０８９ 

補助事業 名 平成30年度公設工業試験研究所等における機械設備拡充補助事業 

補助事業者名 地方独立行政法人山口県産業技術センター 

 

１ 補助事業の概要 

 (1) 事業の目的 

県内企業における地域イノベーション及びものづくり技術の高度化・ブランド化、技

術課題解決を推進するため、製品の高度化、高品質化、高付加価値化、高信頼性化に必

要となる「製品評価技術の向上」を支援するための機器の整備を目的としています。 

 (2) 実施内容 

試料の結晶構造（組成の判定や化合物の同定、微細な構造変化等）の分析を行うＸ線

回折装置を整備します。 

 

２ 予想される事業実施効果 

山口県産業技術センターは、県内ものづくり企業の成長を支援するために目指す戦略の

方向性と工程を示した「技術戦略」を策定し、「県内企業のものづくりのパートナー」と

しての機能を強化することとし、「県内企業の戦略産業（医療、環境・エネルギー）分野

への参入に向けた地域イノベーションの推進」、「ものづくり技術の高度化・ブランド化の

推進」、「地域の中小企業が抱える技術課題解決の推進」に積極的に取り組んでいます。本

補助事業により整備する機器を活用することで、この取組を更に加速することが期待され

ます。 

 

３ 本事業により導入した設備 

①Ｘ線回折装置 (https://www.iti-yamaguchi.or.jp/equipment/show.php?id=374) 

セラミックス・金属・鉱物・セメント・医薬品などに含まれる化合物の同定や組成の判定

を行うことができる機器です。試料表面にＸ線を照射することで化合物の結晶構造（原子の

配列）を検出し、専用のソフトウェアを用いたデータベースとの照合により化合物の特定を

行うことができます。 

Ｘ線の光学系や検出器を切り替えることにより、粉末・バルク材料から薄膜材料まで幅広

い形態の試料を測定することが可能です。また、感度の高い検出器を搭載することで、試料

に含まれる微量成分の検出も可能です。 

以上から、製品等の評価において幅広い目的での利用が可能です。 

 

https://www.iti-yamaguchi.or.jp/equipment/show.php?id=374
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Ｘ線回折装置 

 

設置場所：【地方独立行政法人山口県産業技術センター】 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 地方独立行政法人山口県産業技術センター（チホウドクリツギョウセイ 

ホウジン ヤマグチケンサンギョウギジュツセンター） 

住  所： 〒755-0195 

山口県宇部市あすとぴあ四丁目１番１号 

代 表 者： 理事長 木村 悦博（キムラ エツヒロ） 

担当部署： 経営管理部経営企画室（ケイエイカンリブ ケイエイキカクシツ） 

担当者名： サブリーダー 稲田 和典（イナダ カズノリ） 

電話番号： 0836-53-5051 

F  A  X： 0836-53-5070 

E - m a i l： info@iti-yamaguchi.or.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： https://www.iti-yamaguchi.or.jp/ 
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整 理 番 号 2018Ｍ-０９９ 

補助事業名 平成30年度 公設工業試験研究所等が主体的に取組む共同研究補助事業 

補助事業者名 地方独立行政法人山口県産業技術センター 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

「複雑な形状への適応性」や「多様な材質の表面仕上げの高速化」が期待できるブラ

スト装置を用いた３Ｄ積層モデルに対する二次加工の手法について基礎的なデータを

収集し、３Ｄ積層モデルの実用用途への展開に役立てる。 

（２）実施内容 

「ブラスト研磨による３Ｄ積層モデルの表面仕上げ処理の検討」 

(https://www.iti-yamaguchi.or.jp/docs/2019050700011/) 

（２）－１ 樹脂積層モデルの表面仕上げに関する基礎検討 

弾性体の母材に微小な砥粒を担持させた特殊な研磨材を使用した精密研磨用ブラ

スト研磨装置（図１参照）により、積層モデル（インクジェット式光造形機にて造形）

の表面研磨の実験を行い、研磨条件（研磨材の粒度、研磨回数）と表面粗さの関係に

ついて基礎的なデータを収集した。 

（２）－２ 金属積層モデルの表面改質に関する検討 

金属積層モデル（金属積層造形機にて造形）の表面改質を目的とした直圧式ブラス

ト研磨装置（図２参照）によるショットピーニング※の効果について基礎的なデータ

を収集した。 

※ 小さな球状投射材を金属表面に投射することにより表面に圧縮の残留応力を付

与させる方法で、部品の寿命や健全性を向上させる効果がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 精密研磨用ブラスト研磨装置    図２ 直圧式ブラスト研磨装置 

 

https://www.iti-yamaguchi.or.jp/docs/2019050700011/
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２ 予想される事業実施効果 

３Ｄ積層樹脂モデルの表面研磨を実施することで、３Ｄ積層樹脂モデルを樹脂成形型や

鋳造用の砂型成形用としての利用が期待できる。本研究で用いたアクリル系光硬化樹脂の

３Ｄ積層モデルについては、県内の鋳造メーカーと共に砂型成形に必要なマッチプレート

への応用を検討している。 

また、本補助事業の後も本研究の実験の手法を用いて、その他の樹脂材料、積層方法に

よる３Ｄ積層樹脂モデルの研磨条件の蓄積を行うことで、より多くの実用分野へ役立てる。 

金属積層モデルについてはショットピーニングによる強度および耐久性の向上を活か

した、実用分野への応用展開が期待できる。 

 

３ 補助事業に係る成果物 

（１）補助事業により作成したもの 

「ブラスト研磨による３Ｄ積層モデルの表面仕上げ処理の検討」実施概要報告 

(https://www.iti-yamaguchi.or.jp/docs/2019050700011/files/h30_jka_kyoudoukenkyu_h

oukoku.pdf) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.iti-yamaguchi.or.jp/docs/2019050700011/files/h30_jka_kyoudoukenkyu_houkoku.pdf
https://www.iti-yamaguchi.or.jp/docs/2019050700011/files/h30_jka_kyoudoukenkyu_houkoku.pdf
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（２）（１）以外で当事業において作成したもの 

第５回やまぐち３Ｄものづくり研究会（平成３１年２月２７日開催）での発表 

 (https://www.iti-yamaguchi.or.jp/%EF%BC%93D_monodukuri/index.html) 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 地方独立行政法人山口県産業技術センター 

（チホウドクリツギョウセイホウジンヤマグチケンサンギョウギジュツセン

ター） 

住  所： 〒757-0195 

山口県宇部市あすとぴあ四丁目１番１号 

代 表 者： 理事長 木村 悦博（キムラ エツヒロ） 

担当部署： 経営管理部経営企画室（ケイエイカンリブケイエイキカクシツ） 

担当者名： サブリーダー 稲田 和典 （イナダ カズノリ） 

電話番号： 0836-53-5051 

F  A  X： 0836-53-5070 

E - m a i l： info@iti-yamaguchi.or.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： https://www.iti-yamaguchi.or.jp/ 

https://www.iti-yamaguchi.or.jp/%EF%BC%93D_monodukuri/index.html
https://www.iti-yamaguchi.or.jp/

